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第１章 基本方針 

 

１ 計画策定の目的 

 

子どもの読書活動は、言葉を学び、感性や表現力を高め、創造力を豊かなも

のにし、日々過ごしていく上で必要なものです。更には、日常的に本に親しむ

ことで読解力の基礎を向上させ、自ら考える力を養うことも学べます。 

近年の急速な少子高齢化による人口減少、共働き世帯の増加などのライフス

タイルの変化、インターネットやスマートフォンなどの普及による情報化社会

の進化や多様化などから、コミュニケーションの取り方など子どもを取り巻く

生活環境も大きく変化してきており、子どもたちには、こうした様々な社会状

況の変化に対応していく力や、様々な情報を見極め、新たな価値につなげてい

く力など、目的を見出し柔軟に対応していく力が求められています。 

国において、平成１３年１２月に「子どもの読書活動の推進に関する法律」

が施行され、この法律に基づき、平成１４年８月に「子どもの読書活動の推進

に関する基本的な計画」が策定されました。 

その後、平成２０年３月に第二次版、平成２５年５月に第三次版、平成３０

年４月に第四次版、令和５年に第五次版が策定されています。 

千葉県においても、平成１５年３月に「千葉県子どもの読書活動推進計画」

が策定され、平成２２年３月に第二次版、平成２７年３月に第三次版、令和２

年２月に第四次版が策定され、すべての子どもが、本に親しみながら成長して

いくための「読書県『ちば』の推進」を基本理念として掲げています。 

これを受けて、本市も、子どもの読書活動を推進するために、「館山市子ども

読書活動推進計画」を策定し、基本方針と具体的な方策を定めます。 

 

２ 計画の基本的な考え方 

 

（１）計画の性格 

「館山市子ども読書活動推進計画」は、「子どもの読書活動の推進に関する法

律」第 9条第 2項の規定に基づき策定した計画です。 

なお、0 歳から 18 歳までの子どもを対象とし、読書活動を活発に進めるため

の施策の方向や取組などを示したものです。 

（２）基本的考え方 
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読書活動は生涯にわたって大切なものであり、幼少期から継続的に読書習慣

を養うことが重要となります。 

子どもが本に親しむことで、思考力や表現力、創造力を向上させ、豊かな人

間性と社会性を育てることができるよう、子どもの読書環境の整備を図ります。 

① 子どもの読書機会の提供 

家庭や地域、学校において、適時、子どもが本と触れ合う機会をつくり、読

書に親しむ時間を積極的に提供します。 

② 利用しやすい施設の整備推進 

子どもにとって利用しやすい施設とするため、施設の軽微な改修等は安全第

一で取り組んでいきます。 

また、施設の老朽化が進んでいることから、今後、施設の大規模改修や施設

の複合化、建替え等を検討していきます。 

③ 地域ぐるみの読書活動の充実 

地域社会全体で子どもの読書活動を支えていくため、活動の意義や重要性に

ついて理解と関心を広める必要があり、関係機関や地域で活動するボランティ

アとの連携を図ります。 

④ 子どもの読書活動推進のための人材育成 

図書館職員や学校司書などの専門性の向上を図るとともに、ボランティアと

して図書館、学校及び地域で子どもの読書活動に関わる人材を育成します。 

⑤ 家庭における読書活動の理解促進と支援 

保育園などの関係機関と協力・連携し、家庭における子どもの読書活動の大

切さを、保護者や周囲の大人に伝えていきます。 

また、乳幼児の保護者に対する子育てに関連する図書資料や乳幼児対象のブ

ックリストなどの情報提供を通して、図書館における子育て支援を図ります。 

 

３ これまでの取組 

 

（１）これまでの取組 

① 家庭・地域等における読書活動の推進 

・移動図書館わかしお号の運行（昭和 60年～） 

・こんにちは絵本ちゃん（新生児への絵本配付・ブックスタート）事業（平

成 20～27年実施）平成 28年からはブックスタート関連事業として、4か

月健康診査時に絵本の読み聞かせとあかちゃん向け絵本のブックリスト

を配布 

・おすすめの絵本（0・1・2歳）（3・4歳）（5・6歳）の配布 
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・学童クラブ等への出前講座 

② 学校における読書活動の推進 

・学校への「図書館利用案内」パンフレット（平成 17 年～）・ブックリス

ト・おすすめの本（1・2年）（3・4年）（5・6年）の配布 

・小学 1年生の図書利用券の作成 

・定期的な団体貸出や教員の要望に応じ学習内容に合わせた随時団体貸出

を実施 

・学校図書館の運営相談 

・図書館職員が学校へ出向き、読み聞かせ、ブックトークや講義を実施 

③ 図書館における読書活動の推進 

・おはなし会（児童向けは昭和 60 年～、幼児向けは平成 6 年～）、わらべ

うたの会（平成 20年～）の実施 

・１日図書館職員（平成 13 年～）、しごと体験し隊、小中学生の職場体験

などの子ども向け講座の実施 

・小学生の図書館見学実施 

・ティーンズコーナー設置（平成 17年～） 

・読書貯金通帳（平成 27年～）を発行し、小学１年生へ全員配付 

・キッズタイムの実施（平成 28年～） 

・夏休み宿題大作戦（平成 28年～、博物館と共催） 

・ハッピーバッグ（本の福袋）の実施（平成 29年～） 

・読書感想文の課題図書の貸出 

④ 読書活動に関する情報の発信 

・市広報誌「だん暖たてやま」への図書館だよりの掲載 

・ホームページ、ＬＩＮＥなどのＳＮＳでの発信 

⑤ 読書活動を推進するための体制と関係機関との協力・連携 

・おはなし会等の運営をボランティアの方々の協力を得ながら実施・ボラ

ンティアとの勉強会を実施 

 

４ 計画の目標と期間 

 

（１） 現状と計画の目標 

➀読書の好きな子どもの割合 

文部科学省「令和4年度全国学力・学習状況調査」の質問紙調査による館山市

における「読書が好きな子どもの割合」は、小学校、中学校いずれも全国平均

及び千葉県平均よりも低い状況にあります。 
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全国及び千葉県においては学年（年齢）が上がるにつれて、読書の好きな子

どもの割合が減少していますが、館山市ではやや上昇する傾向にあります。 

 

※「読書の好きな子どもの割合」とは、「読書は好きですか。」の問いに対し、

➊当てはまる、➋どちらかといえば、当てはまる、➌どちらかといえば、当て

はまらない、➍当てはまらない、4つの選択肢から、➊及び➋を選択した児童・

生徒の割合。 

【参考】 

令和4年度 小6 中3 

全国 73.1％ 68.2％ 

千葉県 73.7％ 70.2％ 

館山市 61.4％ 62.2％ 

（全国学力・学習状況調査（小6・中3）より引用） 

 

②「不読率（1か月に1冊も本を読まない児童・生徒）の割合」 

文部科学省「令和4年度全国学力・学習状況調査」の質問紙調査による館山市

における不読率は、小学校においては全国平均及び千葉県平均よりやや高い状

況にあり、中学校においては全国平均とほぼ同様、千葉県平均と比べるとやや

高い状況にあります。 

学年（年齢）が上がるにつれての不読率の変化については、全国及び千葉県

と同様に上昇する傾向にあります。 

 

※「不読率（1か月に1冊も本を読まない児童・生徒）の割合」とは、「学校

の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、1日あたりどれくらいの時間、

読書をしますか（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）。」の問いに対し、➊2

時間以上、➋1時間以上、2時間より少ない、➌30分以上、1時間より少ない、

➍10分以上、30分より少ない、➎10分より少ない、➏全くしない、6つの選択肢

から、➏を選択した児童・生徒の割合。 

 

【参考】 

令和4年度 小6 中3 

全国 26.3％ 39.0％ 

千葉県 25.6％ 36.1％ 

館山市 31.7％ 39.2％ 

（全国学力・学習状況調査（小6・中3）より引用） 
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 ③館山市図書館における世代別利用状況 

令和4年度における館山市図書館の世代別利用状況は小学校から中学校、中学

校から高等学校に進学するにつれて、人口一人当たりの貸出冊数が減少してい

ます。特に小学校世代から中学校世代へ移行する際の利用状況の減少が顕著と

なっています。 

 

【館山市図書館世代別利用状況（令和4年度実績）】 

世代別 
人口 

(R5.4.1現在) 
総貸出冊数 

人口一人当たり 

貸出冊数 

乳幼児世代 

（0～6歳）の利用状況 
1,506人 4,151冊 2.8冊 

小学生世代 

（7～12歳）の利用状況 
1,815人 12,260冊 6.8冊 

中学生世代 

（13～15歳）の利用状況 
1,054人 1,168冊 1.2冊 

高校生世代 

（16～18歳）の利用状況 
1,090人 326冊 0.3冊 

 

以上の現状を踏まえ、本計画では、地域、家庭、保育園・幼稚園・こども園、

学校、図書館で子どもの読書環境を整備し、子どもたちの読書習慣の育成を図

ることで、読書の好きな子どもの割合を増やすとともに全く読書をしない児

童・生徒をなくすことを目指します。 

また、年齢が上がり、進学することに伴う読書機会の減少は、「部活動」や

「通塾」など放課後の過ごし方が多様化することやスマートフォンの普及、イ

ンターネット利用率の増加等による影響など様々な要因が考えられますが、こ

のような社会状況の変化の中で、子どもに読書の魅力を十分に伝えきれていな

い現状があるためと考えられます。 

館山市は地域の状況や課題を把握し、子どもの読書の関心を高めるため、読

書環境を整備し、読書活動の充実を図り、子どもの読書を推進するための具体

的な取組を計画します。 

そして、取組の進捗状況を把握するため、今後、定期的に実績数値の推移を

確認します。数値が改善していれば取組をさらに推進し、改善しない場合には

その理由やより効果的な取組を検討する等、今後の取組につなげていきます。 
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【計画における目標（令和10年度）】 

世代別 
人口一人当たり 

貸出冊数 

乳幼児世代 

（0～6歳）の利用状況 
5冊 

小学生世代 

（7～12歳）の利用状況 
10冊 

中学生世代 

（13～15歳）の利用状況 
4冊 

高校生世代 

（16～18歳）の利用状況 
3冊 

 

（２）計画期間 

本計画の期間は、令和6年度（2024年度）から令和10年度（2028年度）までの

5年間とします。 

 

（３）計画の対象 

 本計画における「子ども」とは 0歳（乳幼児期）からおおむね 18歳（高校生

期）までを指し、家庭・地域、保育園・幼稚園・こども園、学校、図書館等の

子どもの読書活動と関わりのある市民や団体も対象とします。 

 

【館山市子どもの人口（令和 5年 4月 1日現在）】 

年齢 人数 

0～6歳 1,506人 

7～12歳 1,815人 

13～15歳 1,054人 

16～18歳 1,090人 

合計 5,465人 

 

５ 計画の事業項目 

 

（１） 計画の事業項目 

館山市図書館の基本的運営方針である「市民一人ひとりの人生を豊かにし、

生涯学習を支える図書館」としての役割を果たすとともに、すべての子どもが
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読書に親しみ、読書習慣を身に付けられるようになることを目標に、地域、家

庭、保育園・幼稚園・こども園、学校、図書館等、様々な場所で、いつでもた

くさんの本と出会い、読書に親しむ機会の提供や地域の読書環境を整備してい

くことに取り組んでいきます。 

5つの分野に分け、それぞれの具体的な取組（事業項目）を実施することによ

り、子どもの読書活動の推進を目指します。 

 

計画事業一覧 

分野  事業項目 

家庭・地域等における読書活動の推進 

1 出産を控えた家庭への支援 

2 ブックスタート関係事業の実施 

3 図書館による地域の施設への支援の充実 

4 図書館におけるサービスの充実 

5 電子図書館による子どもの読書活動への支援 

6 自主的に地域で活動する人々への支援 

7 家庭における読書の支援 

学校における読書活動の推進 

1 各学校における魅力ある読書活動の推進 

2 一斉読書等の推進等による読書時間の充実 

3 学校における読書環境の整備・充実 

4 支援を要する子どもに合わせた読書環境の推進 

5 司書教諭や学校図書担当の活動の推進 

6 関係機関との連携 

図書館における読書活動の推進 

1 資料の整備・充実 

2 利用しやすい環境づくり 

3 特別な配慮を必要とする子どもの読書環境の整備・充実 

4 乳幼児への支援の充実 

5 小学生を対象とする事業の実施 

6 中学生・高校生に向けた読書活動の推進 

7 学校への支援の充実 

読書活動に関する情報の発信 

1 市ホームページ等による情報発信 

2 図書館内での掲示等による情報発信 

3 おはなし会及び各イベント等での情報発信 

読書活動を推進するための体制と関係機関との協力・連携 
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第２章 子ども読書活動推進の取組 

 

１ 家庭・地域等における読書活動の推進    

 

家庭や地域では、子どもの成長段階に応じて、子どもが本と親しむ機会を作

り出し、読書の素晴らしさや楽しさを体験してもらうことが必要です。 

そのため、地域のボランティア等と連携・協力して、子どもの読書活動を推

進するとともに、保護者に対しても子どもの読書活動の大切さを伝えていきま

す。 

 

（１）出産を控えた家庭への支援 

あかちゃんが生まれる前の時期に、子育て情報と併せ、絵本や読み聞かせ

や読書についての情報提供等を行います。 

○出産を控えた保護者を対象とした事業の実施 

図書館や市内子育て支援施設等で、あかちゃん向けの絵本の選び方や読

み聞かせ等の講座を企画実施していきます。また、図書館本館への来館が

難しい保護者のため、駅や商業施設等の市内34か所に設定した巡回場所へ、

移動図書館車を巡回します。 

○出産を控えた家庭への情報提供 

市公式ホームページ及び市公式ＳＮＳ等の活用や、図書館内への子育て

等をテーマとした特設コーナーの設置により、読書についての情報や図書

館講座の情報等について、積極的に情報提供を行います。 

 

（２）ブックスタート関係事業の実施 

ブックスタート関係事業は、乳児と保護者が心触れ合うひとときを持つき

っかけになることを目的に、あかちゃん向け絵本のブックリストを市健康課

が行う4か月健康診査時に配布しています。今後も市健康課等と連携し、継続

して実施します。 

 

（３）図書館による地域の施設への支援の充実 

①保育園・幼稚園・こども園・小学校への支援 

保育園や幼稚園、こども園では、子どもや親子で選んだ本の貸出、子ども

の発達段階に応じたブックリストの紹介等により、読書活動を支援します。 

さらに移動図書館車『わかしお号』の巡回により、子どもたち自身が読み



9 

 

たい本を選べる、本との出会いの機会を提供します。また、移動図書館車の

各巡回先に訪れた保護者に対しても、子どもと一緒に図書館の利用を勧めて

いきます。 

移動図書館車の巡回に併せ、就学前教育施設（保育園・幼稚園・こども園）

に通う子どもや、小学校へ通う児童が本に接する機会を増やすことを目的に、

各施設への定期的な児童図書等の団体貸出により読書活動を支援します。 

また、各教育施設での学習活動の支援を目的に、各施設が希望した内容（テ

ーマ）に沿った資料の団体貸出も併せて行います。なお、多様なニーズに対

応するため、団体貸出向け資料の積極的な充実を図ります。 

さらに、図書館職員が各施設に出向いて読み聞かせやブックトーク、学校

図書室等の運営相談等を行ったりするほか、子どもたちの図書館見学や職場

体験等を積極的に受け入れていきます。 

小学校へ通う児童が積極的に図書館を利用できるよう、各小学校の新1年生

及び新4年生へ、年度当初に図書利用券の発行（新4年生は有効期限の更新）

を行います。また、併せて電子図書館ＩＤを発行し、紙の資料のみならず、

電子書籍等の多様な資料と触れ合う機会を提供し、児童の学びの幅を広げま

す。 

②特別支援学校等への支援 

図書館では、特別支援学校等と情報交換等を行い、各施設の要望に合わせ

て移動図書館車の巡回や団体貸出、出張おはなし会等の支援を行います。 

 

（４）図書館におけるサービスの充実 

図書館で、乳幼児と保護者向けに、わらべうたや読み聞かせ（おはなし会）

を行い、親子で本を楽しむプログラムを実施します。さらに、保護者向け図

書館講座の実施等を通じ、図書館での物の調べ方や学び方、乳幼児向け絵本

の選び方等を話す機会を設けていきます。 

また、図書館及び移動図書館の児童向け図書の充実を図るとともに、ボラ

ンティア等と連携し、小学生を対象としたおはなし会や児童向け図書館講座

を実施し、図書館を活用して友達同士で本を楽しみ、本の楽しさを知る機会

を提供します。 

図書館内に設置しているティーンズコーナーについて、中高生のニーズに

あった幅広い分野の資料を充実させ、貸出を行います。 

利用者対象だけではなく、職員向けにも、読み聞かせや配架のコツなどの

研修を行い、各職員が現場で、乳幼児とその保護者、小学生及び中高生に、

読書に親しめる機会を提供できるようにしていきます。 
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（５）電子図書館による子どもの読書活動への支援 

令和２年に発生した新型コロナウイルス感染症への対応に伴い、令和３年

２月に非接触型の図書館サービスである「館山市電子図書館」を導入しまし

た。電子書籍には、文字サイズの変更機能や読み上げ機能、音声読み上げ機

能、自動返却機能など、紙の資料には無い特長があります。これにより、来

館が困難な利用者等、幅広い利用者へ本と触れ合う機会を提供していきます。 

① 充実した電子図書館の提供 

紙の資料と同様に、キッズやティーンズ向け資料など、電子図書館向け資

料の積極的な充実を図ります。また、子どもたちや保護者等各利用者へ、必

要な資料情報を提供するため、『知りたい！館山のこと』や『絵本がいっぱ

い！』など、各テーマに沿った特集を電子図書館内に適宜掲載していきます。 

② 電子図書館の利用案内 

各利用者が電子図書館を積極的に利用できるよう、市内各施設での周知や、

わかりやすい利用案内の作成を適宜行います。また、図書館や市内各施設で

の電子図書館の使い方講座等を定期的に実施していきます。 

 

（６）自主的に地域で活動する人々への支援 

図書館は、おはなし会での読み聞かせや資料の修理など、読書活動に関す

る事業において、地域で自主的に活動するボランティアへの支援を行います。 

  また、ボランティアグループ同士の交流や連携を図るとともにボランティ

ア育成に関する支援を行っていきます。 

① 『館山子どもの文化研究会』・『わらべうたの会』への支援 

 読み聞かせ等ボランティアの『館山子どもの文化研究会』及び『わらべう

たの会』は、図書館が主催するおはなし会やわらべうたの会において、読み

聞かせ等を行っています。図書館は、各団体が活動に必要な打合せを行う場

所の提供（図書館集会室）や、活動に必要な備品等の貸し出しなどの支援を

行います。 

② 『ルリユールの会』への支援 

本の修理活動を行っている『ルリユールの会』は、図書館が所有する絵本

や図鑑などの児童書をはじめ、郷土資料など経年劣化や傷みの激しい資料の

修繕を行っています。図書館は、活動場所の提供（図書館集会室）、資料の

修理に必要な備品及び消耗品の貸与などの支援を行います。 

 

（７）家庭における読書の支援 

各教育施設等では、家庭でも子どもが本に親しむ機会が持てるよう、本の

貸出やブックリストの紹介等を行っています。さらに、家族で同じ本を読み、
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読書を通じて家族のコミュニケーションを深める取組を紹介する等、家庭で

の読書活動を支援します。 

 

２ 学校における読書活動の推進 

 

児童・生徒が読書の楽しさを実感することにより、豊かな心を育み、読書習

慣を身に付けることができるよう支援します。また、学びを効果的に進める基

盤として学校図書室の充実に取り組みます。 

 

（１）各学校における魅力ある読書活動の推進 

 児童・生徒が、学校図書室において物語の本や自然科学などの知識や情報を

得るための本、新聞や雑誌等、様々な種類の本があることを知り、読書の幅を

広げ、自分の興味・関心に合った本・情報を見つけることができるようにしま

す。 

学校では、さまざまな特色ある読書活動に継続して取り組みます。例えば、

読書する時間を確保するために、朝の読書や読書感想文コンクールなど全校一

斉に行う読書活動を推進します。 

また、読書の質を向上させるために、教員と学校図書担当が協力して、児童・

生徒の発達段階に応じた推薦本を選定したり、授業単元関連の本を紹介したり

する取組を進め、読書記録等による読書指導を行います。読書意欲の低い児童・

生徒等に対してはその原因を探り、教員や学校図書担当が１対１の読み聞かせ

をしたり、個人に合わせた興味を引く本の紹介をしたりするなど、きめ細かい

指導を行います。 

 

（２）一斉読書等の推進等による読書時間の充実 

 学習指導要領では、思考を深めたり活性化させたりしていくための語彙を豊

かにすることが求められています。多くの語彙や多様な表現に触れることで、

自己の資質や能力を高める重要な活動として読書活動があります。 

 全校一斉の読書活動では、始業前の「朝の読書」、授業時や休憩時等に行われ

る「読書の時間」、また、「読書週間」などにおける読書活動があります。特に、

「朝の読書」は継続的に実施されており、朝の静かな雰囲気の中で行われるこ

とで１日の始まりとして効果的なため、今後も充実していきます。 

 

（３）学校における読書環境の整備・充実 

各学校の教育活動や児童・生徒の実態に合わせて、質・量ともに学習活動に
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適した本を計画的に購入したりするなど、適切な蔵書の更新を進めるとともに、

「学校図書館図書標準」の達成に努めます。 

また、本だけでなく、新聞・雑誌・視聴覚資料等多様な形態の情報資源も整

備・充実させていきます。 

併せて、児童・生徒が図書室を利用しやすくするための環境づくりや、授業

に興味・関心を高めるための展示コーナーの設置、わかりやすい配置・表示の

工夫等の整備に努めます。また、学習の場として以外にも、落ち着いて本に親

しむための場所としての整備にも配慮します。 

 

（４）支援を要する子どもに合わせた読書環境の推進 

障がいのある児童生徒が、安心して読書活動ができるように、担任教師と一

緒に絵本を読んだり、読み聞かせに参加したりするなど、様々な形で読書に取

り組めるように努めます。 

また、図書館の団体貸出サービスを利用し、点字付き絵本、触る絵本、大活

字本、外国語の絵本など、状況に応じた選書に努めます。 

 

（５）司書教諭や学校図書担当の活動の推進 

 図書資料の選択・収集・提供のほか、学校図書室を活用した教育活動の企画

の実施など、校内において司書教諭の役割について、より一層の理解を図ると

ともに、教職員の協力体制の充実に努めます。 

 また、子どもの読書活動を推進していくためには、子どもに関わる全ての教

職員が、読書の重要性について理解していくことが大切です。 

 各種研修の中で読書教育に関する内容を取り上げるなど、研修機会を充実し

ます。 

 

（６）関係機関との連携 

図書館と連携することにより、学校図書室だけでは補えない数量の蔵書を利

用することが可能となり、子どもに、より一層の読書活動の機会を提供するこ

とができます。また、図書館職員が学校を訪問して読み聞かせを行うことによ

って、子どもの読書の幅を広げることができるので、今後も積極的に連携して

いきます。 

将来的には、子どもたちが、公共の図書館を自身の生涯学習の場として活用

できるような取り組みを行います。 

 

また、各学校では、図書教育の充実のために、次のことへの取り組みを進め

ています。 
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① 多種多様な本との出会いを通して、児童生徒が本の持つ素晴らしさや面白さ 

に触れるとともに、読むことの大切さを体得するように努めています。 

② 司書教諭を中心として図書館資料を積極的に活用する教育活動を計画し、児  

童生徒の問題解決能力の育成に努めます。 

③ 市との連携や外部人材の活用、ボランティア活動による図書館の整備など図 

書館教育の一層の充実に努めます。 

 

３ 図書館における読書活動の推進 

 

子どもたちが様々な本との出会いを通して読書の楽しさを感じ、本への興

味・関心を高められるよう、資料の充実や読書推進事業の実施に取り組みます。 

 

（１） 資料の整備・充実 

① 資料の充実 

 子どもたちの想像力を育み、様々な物事に興味・関心を持てるよう、資料の

充実に努めます。長く読み継がれてきた本や、新しい情報が載っている本など、

子どもにとって親しみやすいバランスの取れた蔵書構成を意識した計画的な収

集と買い替えを行います。 

 

② 資料の活用 

 数多くの本の中から「読みたい」と思える本と出会う機会を作るため、児童

室での展示や、季節の本や世間で話題になっている内容の本を集めたコーナー

を設置するほか、年代別のブックリストを作成し、様々な本が多くの子どもた

ちの目に触れるように努めます。 

 

（２）利用しやすい環境づくり 

①親しみやすい環境 

図書館内の壁面などに、季節や行事に合わせた飾りつけをし、楽しく居心地

の良い読書環境を作ります。また、蔵書検索用のパソコンを設置し、本の並べ

方などを工夫することで、子どもが自分の力で読みたい本を探しやすくなるよ

う努めます。 

 

②調べ学習の支援 

 館内に机と椅子を設置し、自主的な調べ学習を支援します。 
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 ③図書館見学の実施 

 学校行事や図書館行事の際には、図書館の利用方法の説明や館内の見学等を

行い、図書館に対する興味や理解を深め、何度も来館したくなるよう利用啓発

を行います。 

 

（３）特別な配慮を必要とする子どもの読書環境の整備・充実 

 読書バリアフリー法に基づき、「館山市読書バリアフリー推進計画」を策定

し、個々のニーズに合わせたサービスを提供できるよう、資料の充実や施設の

整備を進めます。 

① 多様性を重視した幅広い資料の収集 

外国語の図書や点字図書などの資料を収集し、図書を読むことが難しい子ど

もも読書を楽しめるよう支援します。 

 

② 電子図書館の運営 

 外国語の読み上げ機能が付いている電子書籍などを揃え、電子書籍ならでは

の読みやすさが感じられるような選書を行います。 

 

③ 非来館による図書館サービス 

 身体の障害や入院等により図書館への来館が困難な子どもたちのため、電子

図書館や移動図書館、本の郵送サービスを実施します。 

 

（４）乳幼児への支援の充実 

①絵本との出会い 

 乳児向けには「わらべうたの会」、幼児向けには「おはなし会」を開催し、

どちらの会も、絵本の読み聞かせと本の紹介を行い、乳幼児が絵本と出会うき

っかけを作ります。 

 

②環境づくり 

小さなお子様連れでも気軽に図書館を利用できる「キッズタイム」を実施し、

来館しやすくなるよう取り組みをします。また，「赤ちゃんの絵本コーナー」

を常設し、授乳コーナーやおむつ交換シート等を設置することで、親子で安心

してゆったりと過ごせる場を提供します。 

また、保護者向けの子育て本コーナーを絵本コーナーに同時配架することで

利用しやすい環境を作ります。 
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（５）小学生を対象とする事業の実施 

①読書相談、レファレンスサービスの充実 

 読みたい本や知りたい情報を探している子どもの読書相談に応えるとともに、

自分で本を探すための支援として、児童室内の展示やブックリストの作成等を

行います。また、図書館職員から積極的に声をかけるなど、子どもが相談しや

すくなるような雰囲気作りに努めます。 

 

②読書の機会の提供 

児童向けの「おはなし会」や「図書館のしごと体験し隊！」など、図書館や

読書に関する講座を開催し、図書館や本に親しむきっかけを作ります。読書貯

金通帳を市内各小学校に配付し、読書意欲を高める取り組みをします。 

 

（６）中学生・高校生に向けた読書活動の推進 

①ティーンズコーナーの充実 

 中学生・高校生向けの様々な分野の本を収集し、幅広い学習や読書への関心

に応えられるよう努めます。 

 

②電子図書館の活用 

 勉強や部活動等で来館が難しい時も読書を楽しめるよう、電子図書館で、中

学生・高校生向けの電子図書を収集します。また、活用してもらえるよう、館

山市ＳＮＳ等により周知を行います。 

 

（７）学校への支援の充実 

①団体貸出による支援 

 子どもたちへの読書機会の提供及び学校図書館の支援のため、希望に応じて

定期的に読書用の本及び学習テーマに関する授業用の本の団体貸出を行います。 

 

②移動図書館車の巡回 

 各小学校へ移動図書館車の巡回を行い、読みたい図書を自分で選んで借りる

機会を提供します。 

 

③電子図書館の活用 

 授業や朝の読書等で電子図書館を活用できるよう、学習単元や子どもの興味

関心を意識した蔵書構成に努めます。そして、学校での活用・指導につながる

よう、教員用の電子図書館ＩＤを発行し、要望に応じて支援を行います。 
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④図書館職員の出張 

学校からの要望に応じ、図書館職員が出向いてのおはなし会やブックトーク，

学校図書館の運営相談等を実施します。その際、学校図書館の蔵書管理や図書

の修復方法等、学校の図書館運営での問題点の解決に応えられるよう努めます。 

 

⑤図書館見学・職場体験等の受け入れ 

 授業での図書館見学や職場体験の実習を、積極的に受け入れます。図書館の

利用方法や本の探し方等を説明し、館内を見学します。また、図書館の仕事や

役割を理解し、読書への興味関心が広がるよう、実習では本の展示やおすすめ

本の紹介、おはなし会での読み聞かせ、本の装備の体験等、学年に合わせたプ

ログラムを実施します。 

 

４ 読書活動に関する情報の発信 

 

子ども向けの行事を含め、様々な読書活動に関する情報を、わかりやすく、

様々な媒体や機会を通して発信し、ひとりでも多くの子どもたちや保護者に情

報が届くようにしていきます。 

 

（１）市ホームページ等による情報発信 

市ホームページでは蔵書検索や利用に関する情報の提供、市広報紙「だん暖

たてやま」を活用して移動図書館の巡回日程などの図書館からのお知らせや、

おすすめ本を紹介する「図書館だより」を掲載します。 

 

（２）図書館内での掲示等による情報発信 

図書館職員が選んだ本を紹介するブックリスト「図書館からのおすすめの本」

や「としょかんからのおすすめ絵本」を図書館内に掲示し、年代別に読書への

興味が高まるよう情報提供していきます。 

 

（３）おはなし会及び各イベント等での情報発信 

 おはなし会などのパンフレットを、関係機関（各園・各小学校・各公民館等

の施設などにて配布するなど、情報発信を積極的に行うよう努めます。 
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５ 読書活動を推進するための体制と関係機関との協力・連携 

 

子どもの読書活動の推進に当たり、図書館・学校・幼稚園・こども園・保育

園・放課後児童クラブ・放課後子ども教室・子育て支援センタ―などと協力・

連携を図り、子どもが読書に親しむ環境づくりを進めていきます。 

また、読み聞かせボランティアによる絵本の読み聞かせなどの活動を行うこ

とで、子どもたちが本と触れあう機会、本を読みたくなる環境作りを行ってい

ますが、今後は、子どもたちの読書への興味・関心を一層高めるために、ボラ

ンティアの確保や育成・スキルアップのための研修の場の提供などを進めてい

きます。 

このように、関係機関との協力・連携体制の構築を図るとともに、それぞれ

が連携して子どもが本と触れ合う機会を増やし、様々な方面から子ども読書活

動の推進が図られるように努めます。 
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参考資料 

 

移動図書館児童書貸出状況 

活動内容 

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

日数 点数 日数 点数 日数 点数 日数 点数 日数 点数 

移動図書館貸出 99 日 8044 点 87 日 7976 点 73 日 8561 点 76 日 7364 点 106 日 5243 点 

※令和元年度は房総半島台風、令和２・３年度は新型コロナウイルス感染拡大に伴い、一部期間で運行を中止した。 

 また令和４年度は貸出システムの不具合により 4・5 月の貸出点数を除く。 

 

学校向け団体貸出状況 

活動内容 

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

件数 冊数 件数 冊数 件数 冊数 件数 冊数 件数 冊数 

定期団体貸出  8130 冊  2900 冊 0 件 0 冊  4400 冊  6240 冊 

学習用団体貸出 

（都度依頼） 

22 件 637 冊 18 件 516 冊 26 件 743 冊 26 件 743 冊 19 件 634 冊 

※令和元年は房総半島台風の被災対応に伴い１１月以降、令和２・３年度は新型コロナウイルス感染拡大に伴い、定期

団体貸出は中止した。（令和３年度は一部） 

 

図書館行事活動の状況 

活動内容 

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

回数 参加者 回数 参加者 回数 参加者 回数 参加者 回数 参加者 

おはな

し会 

児童 27 回 488 人 21 回 312 人 6 回 65 人 9 回 116 人 23 回 348 人 

幼児 11 回 112 人 10 回 131 人 0 回 0 人 1 回 15 人 12 回 142 人 

わらべうたの会 12 回 181 人 9 回 92 人 0 回 0 人 0 回 0 人 0 回 0 人 

児童向け講座 3 回 51 人 2 回 12 人 0 回 0 人 0 回 0 人 3 回 34 人 

学校等向けおはな

し会・ブックトーク 

13 回 789 人 9 回 423 人 1 回 77 人 1 回 64 人 1 回 59 人 

学校等向け出張事

業等 

5 回 118 人 1 回 17 人 0 回 0 人 0 回 0 人 0 回 0 人 

学校等施設見学受

入 

3 回 23 人 1 回 20 人 3 回 59 人 1 回 14 人 6 回 87 人 

職場体験学習受入 4 回 10 人 4 回 9 人 0 回 0 人 0 回 0 人 0 回 0 人 

※令和２年度以降は新型コロナウイルス感染拡大に伴い、各行事活動において中止したものがある。 

 

 



 

 

館山市図書館 

利用者アンケート 

実施結果 

（実施期間：令和６年１月４日（木）～３１日（水）） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１月 



 



利用者アンケート実施結果の概要 
 

１．概要 

(1) 実施期間：令和６年１月４日（木）～１月３１日（水） 

 (2) 回答数：６２件（内 LoGoフォーム７件） 

 

２．アンケート結果の概要 

 (1) 年齢としては７０代以上が 37.1％と最も高かった。 

 (2) 利用頻度は、「月に２～３回」が 61.3％と最も高かった。 

 (3) 利用資料は、「文学・小説」が 23.1％で最も高く、次いで「医療・健康に関するもの」

が 14.3％だった。 

 (4) 総合的な満足度は、「満足」「やや満足」を合計すると、83.9％となった。 

 (5) 個別の満足度は「施設設備」「案内表示」「職員の対応・説明」「予約・リクエストサー

ビス」において「満足」「やや満足」の合計が過半数を上回ったものの、「本、ＣＤの探

しやすさ」が最も低く 45.1％で、「やや不満」「不満」の合計は 33.9％と最も多かった。 

  (6) 「充実してほしい資料」では、「一般図書」が 38.7％で最も高く、次いで「雑誌」が 18.7％

だった。 

 (7) 「充実してほしいサービス」では、「開館時間の延長」、「講座・講演会等の催し事」、「資

料の探しやすさ」最も高く、それぞれ 12.5％だった。 

(8) 自由記述意見では、「図書及び雑誌の充実」を望む声が多かった。また、設置場所や図

書館の新設など、図書館施設の整備に関する意見も多かった。 

(9) 「充実してほしい施設」では、「図書館内にゆっくりくつろいで閲覧できる場所」が

24.4％と最も高く、次いで「図書館以外に、資料が返せる場所があれば良い」と「地域

の情報交換ができる場所があると良い」がそれぞれ 15.9％だった。 

 

 

３．グラフデータ 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

満足

33.9%

やや満足

50.0%

やや

不満

6.5%

不満

4.8%

無回答

4.8%
満足

やや満足

やや不満

不満

無回答

総合的な満足度 本、ＣＤの探しやすさ 

満足

17.7%

やや満

足

27.4%

やや不

満

24.2%

不満

9.7%

無回答

21.0%

満足

やや満足

やや不満

不満

無回答
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38.7

2.7

9.3

10.7

2.7

2.7

18.7

6.7

0.0

1.3

2.7

4.0

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0

一般図書

ティーンズ向け図書

児童図書

専門図書

郷土図書

外国語図書

雑誌

新聞

視聴覚資料

辞書等の図書

電子図書

その他

12.5

9.8

12.5

8.9

7.1

5.4

2.7

3.6

5.4

11.6

4.5

12.5

3.6

0.0 5.0 10.0 15.0

開館時間の延長

予約・リクエストサービス

講座・講演会等の催し事

高齢者を対象としたサービス

児童・乳幼児を対象としたサービス

中学生・高校生を対象としたサービス

障がいのある方を対象としたサービス

レファレンスサービス

貸出冊数を増やす

貸出期間の延長

職員の専門性

資料の探しやすさ

その他

充実してほしいサービス 

充実してほしい資料 
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問1-1 年齢 件数 割合 問1-1

1 10代 6 9.7

2 20代 0 0.0

3 30代 4 6.5

4 40代 8 12.9

5 50代 9 14.5

6 60代 9 14.5

7 70代以上 23 37.1

0 無回答 3 4.8

合計 62 100.0

問1-2 職業 件数 割合 問1-2

1 会社員 6 9.7

2 公務員 2 3.2

3 自営業 3 4.8

4 学生 5 8.1

5 主婦 13 21.0

6 その他 23 37.1

0 無回答 10 16.1

合計 62 100.0

問1-3 住所 件数 割合 問1-3

1 館山市 45 72.6

2 南房総市 3 4.8

3 鴨川市 1 1.6

4 鋸南町 0 0.0

5 安房郡市外 2 3.2

0 無回答 11 17.7

合計 62 100.0

問2 利用頻度 件数 割合 問2

1 ほぼ毎日 2 3.2

2 週に１～２回 10 16.1

3 月に２～３回 38 61.3

4 月に１回程度 7 11.3

5 年に数回程度 4 6.5

6 ほとんど利用しない 0 0.0

7 初めて来館した 0 0.0

0 無回答 1 1.6

合計 62 100.0

10代

9.7%

20代

0.0%

30代
6.5%

40代

12.9%

50代

14.5%
60代

14.5%

70代以上

37.1% 

無回答

4.8%
10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

無回答

会社員

9.7%

公務員

3.2% 自営業

4.8%

学生

8.1%

主婦

21.0%

その他

37.1%

無回答

16.1%

会社員

公務員

自営業

学生

主婦

その他

無回答

館山市

72.6%
南房総市

4.8%

鴨川市

1.6％

鋸南町

0.0%

安房郡市外

3.2%
無回答

17.7%
館山市

南房総市

鴨川市

鋸南町

安房郡市外

無回答

ほぼ毎日

3.2%

週に１～２回

16.1%

月に２～３回
61.3%

月に１回程度

11.3%

年に数回程度

6.5%

ほとんど利用

しない

0.0%

初めて来館し

た

0.0%

無回答

1.6%

ほぼ毎日

週に１～２回

月に２～３回

月に１回程度

年に数回程度

ほとんど利用しない

初めて来館した

無回答
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問3 目的 全体 件数 割合 問3

1 本や雑誌、CD等の資料を借りる 109 46 42.2

2 予約本の受取り 109 15 13.8

3 調べものをする 109 11 10.1

4 図書館資料について相談する 109 5 4.6

5 本や新聞、雑誌を読む 109 18 16.5

6 自主学習 109 7 6.4

7 おはなし会等への行事に参加 109 4 3.7

8 その他 109 3 2.8

【その他】

№

1

2

3

問4 利用する資料 全体 件数 割合 問4

1 文学・小説類 182 42 23.1

2 ビジネス関係のもの 182 5 2.7

3 育児や家事に役立つもの 182 14 7.7

4 介護や福祉関係のもの 182 6 3.3

5 医療や健康に関するもの 182 26 14.3

6 科学・技術に関するもの 182 7 3.8

7 歴史を学ぶためのもの 182 12 6.6

8 旅行に関するもの 182 5 2.7

9 芸術に関するもの 182 9 4.9

10 スポーツに関するもの 182 4 2.2

11 子ども向けのもの 182 13 7.1

12 中高生向けのもの（ティーンズ） 182 4 2.2

13 語学に関するもの 182 6 3.3

14 館山市に関する資料 182 2 1.1

15 新聞 182 12 6.6

16 雑誌 182 14 7.7

17 視聴覚資料 182 1 0.5

問5 ご存じのサービス 全体 件数 割合 問5

1 リクエストサービス 125 28 22.4

2 図書館ホームページからの蔵書検索・予約・貸出延長等 125 32 25.6

3 レファレンスサービス 125 6 4.8

4 おはなし会 125 25 20.0

5 学校への団体貸出 125 11 8.8

6 電子図書 125 23 18.4

7 その他 125 0 0.0

内容

wifiの利用。

本の返却。

工作。

42.2 

13.8 

10.1 

4.6 

16.5 

6.4 

3.7 

2.8 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0

本や雑誌、CD等の資料を借りる

予約本の受取り

調べものをする

図書館資料について相談する

本や新聞、雑誌を読む

自主学習

おはなし会等への行事に参加

その他

22.4

25.6

4.8

20.0

8.8

18.4

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0

リクエストサービス

図書館ホームページからの蔵書検索・予約・貸出延長等

レファレンスサービス

おはなし会

学校への団体貸出

電子図書

その他

23.1

2.7

7.7
3.3

14.3

3.8

6.6

2.7

4.9

2.2

7.1

2.2

3.3

1.1

6.6
7.7

0.5

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

文学・小説類

ビジネス関係のもの

育児や家事に役立つもの

介護や福祉関係のもの

医療や健康に関するもの

科学・技術に関するもの

歴史を学ぶためのもの

旅行に関するもの

芸術に関するもの

スポーツに関するもの

子ども向けのもの

中高生向けのもの（ティーンズ）

語学に関するもの

館山市に関する資料

新聞

雑誌

視聴覚資料
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問6 総合的な満足度 件数 割合 問６

1 満足 21 33.9

2 やや満足 31 50.0

3 やや不満 4 6.5

4 不満 3 4.8

0 無回答 3 4.8

合計 62 100.0

問7-ア 施設設備 件数 割合 問7-ア

1 満足 17 27.4

2 やや満足 22 35.5

3 やや不満 7 11.3

4 不満 5 8.1

0 無回答 11 17.7

合計 62 100.0

問7-イ 案内表示 件数 割合 問7-イ

1 満足 10 16.1

2 やや満足 23 37.1

3 やや不満 12 19.4

4 不満 3 4.8

0 無回答 14 22.6

合計 62 100.0

満足

27.4%

やや満足
35.5%

やや不満

11.3%

不満

8.1%

無回答

17.7% 満足

やや満足

やや不満

不満

無回答

満足
16.1%

やや満足

37.1%
やや不満

19.4%

不満

4.8%

無回答

22.6% 満足

やや満足

やや不満

不満

無回答

満足

33.9%

やや満足
50.0%

やや不満

6.5%

不満
4.8%

無回答
4.8%

満足

やや満足

やや不満

不満

無回答
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問7-ウ 本・ＣＤの探しやすさ 件数 割合 問7-ウ

1 満足 11 17.7

2 やや満足 17 27.4

3 やや不満 15 24.2

4 不満 6 9.7

0 無回答 13 21.0

合計 62 100.0

問7-エ 職員の対応・説明 件数 割合 問7-エ

1 満足 25 40.3

2 やや満足 18 29.0

3 やや不満 1 1.6

4 不満 4 6.5

0 無回答 14 22.6

合計 62 100.0

問7-オ 予約・リクエストサービス 件数 割合 問7-オ

1 満足 16 25.8

2 やや満足 23 37.1

3 やや不満 2 3.2

4 不満 3 4.8

0 無回答 18 29.0

合計 62 100.0

満足
17.7%

やや満足

27.4%
やや不満
24.2%

不満

9.7%

無回答

21.0% 満足

やや満足

やや不満

不満

無回答

満足
40.3%

やや満足

29.0%やや不満

1.6%

不満

6.5%

無回答

22.6% 満足

やや満足

やや不満

不満

無回答

満足
25.8%

やや満足

37.1%

やや不満

3.2%

不満

4.8%

無回答

29.0%
満足

やや満足

やや不満

不満

無回答
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問8 充実してほしい資料 全体 件数 割合

1 一般図書 75 29 38.7

2 ティーンズ向け図書 75 2 2.7

3 児童図書 75 7 9.3

4 専門図書 75 8 10.7

5 郷土図書 75 2 2.7

6 外国語図書 75 2 2.7

7 雑誌 75 14 18.7

8 新聞 75 5 6.7

9 視聴覚資料 75 0 0.0

10 辞書等の図書 75 1 1.3

11 電子図書 75 2 2.7

12 その他 75 3 4.0

【その他】

№

1

2

3

問9 充実してほしいサービス 全体 件数 割合

1 開館時間の延長 112 14 12.5

2 予約・リクエストサービス 112 11 9.8

3 講座・講演会等の催し事 112 14 12.5

4 高齢者を対象としたサービス 112 10 8.9

5 児童・乳幼児を対象としたサービス 112 8 7.1

6 中学生・高校生を対象としたサービス 112 6 5.4

7 障がいのある方を対象としたサービス 112 3 2.7

8 レファレンスサービス 112 4 3.6

9 貸出冊数を増やす 112 6 5.4

10 貸出期間の延長 112 13 11.6

11 職員の専門性 112 5 4.5

12 資料の探しやすさ 112 14 12.5

13 その他 112 4 3.6

【その他】

№

1

2

3

4

問10 充実してほしい施設 全体 件数 割合

1 図書館内にゆっくりくつろいで閲覧できる場所があると良い 82 20 24.4

2 図書館以外に、資料が返せる場所があれば良い 82 13 15.9

3 地域の情報交換ができる場所があると良い 82 13 15.9

4 図書館内で集中して調べ物ができる場所があれば良い 82 10 12.2

5 閲覧室の増設 82 11 13.4

6 学習机の増設 82 7 8.5

7 その他 82 8 9.8

【その他】

№

1

2

3

4

5

6

7

内容

・図鑑

・館山駅近くで、本の返却や、予約本の受け取りができると有難いですね。

内容

・図書館でお仕事をしてくださっているみなさまのお困りごとはありませんか？

内容

・今のところ特になし。

・ぜいたくを言うとカフェみたいにゆっくりできるといいです。

・なければ取り寄せていただけています

・現貸出中の本の返却予定日などがネットからわかるようにしてほしい。

・大人のおはなし会が無くなって残念。大人向けの朗読会が、近所の青年館で月２

回、体操教室のようなことをしています。出張で朗読会など開催してくださるとよ

いな～とずっと前から思っていました。

・通年でなくてよいので、夏などの日が長い期間は開館時間をもう少し延長しても

よいのではないかと思います。

・旅行本

・ロビーの机と椅子がマッチしていない。（高さ）

・景色も楽しめたらとは思います。ふとひと息つくとき外の日のあたたかさや緑、

海を眺められたらとは思います。清潔でありがたいです。欲を言えば別の改装して

いい具合の明るさがあると心地よく感じられるかもしれません。図書館でお仕事さ

れているみなさまはここをこうしたいんだけどな、という何かはありませんか？

・辞書の充実。英英辞典などは古いのでは、最新のものがあるとよいと思います。

・出来れば畳の部屋で（コタツのように冬はなるもの）椅子でゆっくり本類を見た

い。

38.7

2.7

9.3

10.7

2.7

2.7

18.7

6.7

0.0

1.3

2.7

4.0

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0

一般図書

ティーンズ向け図書

児童図書

専門図書

郷土図書

外国語図書

雑誌

新聞

視聴覚資料

辞書等の図書

電子図書

その他

12.5

9.8

12.5

8.9

7.1

5.4

2.7

3.6

5.4

11.6

4.5

12.5

3.6

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 12.0 14.0

開館時間の延長

予約・リクエストサービス

講座・講演会等の催し事

高齢者を対象としたサービス

児童・乳幼児を対象としたサービス

中学生・高校生を対象としたサービス

障がいのある方を対象としたサービス

レファレンスサービス

貸出冊数を増やす

貸出期間の延長

職員の専門性

資料の探しやすさ

その他

24.4

15.9

15.9

12.2

13.4

8.5

9.8

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0

図書館内にゆっくりくつろいで閲覧できる場所があると良い

図書館以外に、資料が返せる場所があれば良い

地域の情報交換ができる場所があると良い

図書館内で集中して調べ物ができる場所があれば良い

閲覧室の増設

学習机の増設

その他

(％)

(％)
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問11　館山市図書館へのご意見などございましたら、ご自由にお書きください。

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

・雑誌が欲しい！（viviなどのファッション誌）

・昨年度２か月間、富里市に移住していました。富里市は人口は館山市とほぼ同程度であり、市の予算規模は４０億円館

山市より少ない予算であったが、市内の図書館では比べられないほど充実していた。館内がすべてにおいてゆったりして

おり、明るく、落ち着いて過ごせる。雑誌類も豊富で資料的なものはエレベーターで２階で閲覧できる。館山市図書館と

して新しく建て替えをすべき時が来ていると思っています。

・場所が悪い。道が狭い。

・富里の図書館を見学してほしい。人口や市予算が似ているようです。

・館内の書架の一覧図。

・英語の本・雑誌を増やして欲しいです。

・雑誌が少なく感じます。雑誌は図書館利用の大きな目的なので充実させて欲しいです。（若い女性のファッション誌、

カルチャーなどなど、MOEも可愛いです）

・外国の図書館みたいに、図書館の地域での役割を広げていくと面白いと思う。

・他の図書館の図書もホームページで探せると便利だと思います。

・リクエストもホームページで行えると便利です。

・雑誌は週刊金曜日、新聞は東京新聞が欲しい。

・基本的にみんなほんわかしていて優しい雰囲気だが、ちょっと怖い人だと受付・・・行きたくなくなる・・・。みんな

ニコニコしているともっと行きやすい。

・館山市図書館を新設してほしいです。公園と合わせ、出入りしやすく、くつろげる場が欲しいです。災害時も対応でき

るような設備もあると安心だなと思います。

・大人の朗読会があったら、行ってみたいです。

・十分満足しております。

・置いてあるペンが先が丸くて太くて書きずらいです。

・返却した本が『返却されたばかりの本です』とラックに並べられるのはプライバシーが明かされるようで少し嫌です。

・新刊小説を増やしてほしい。

・仕事をやめて、年をとったら一日中図書館にいって全部の本を読もう！という遠大な計画をたてて、楽しみにしていま

したが、老齢になり、目は片方見えなくなり、大型活字本を全部読んでみる位が、目標となってしまいました。パソコン

も携帯もスマホも持っていない、使えない、電子図書というのも目が悪いから近づきがたい。でもここまで自転車がなく

ても30分かからないこの地を感謝しています。（自宅と図書館のある場所）生きている間、図書館で楽しめると、私の人

生の楽しみです。ありがとうございます！

・おはなし会の時、折り紙を作ってくれてうれしい。

・新刊本を購入していただいてありがたいです。

・民間委託しないで良かったです。

・玄関の図書（教科書展示）も参考になりました。

・大学とかの資料とかがあったら、参考にしたい！

・いつもありがとう。みんな可愛い人ばかり。

・新作本の充実・入荷の早さ。

・予約・リクエストサービスがとてもわかりにくい。

・南房総市図書館のような本を入れるカートが欲しい。持ったまま他の本を見るのが辛い。

・今日以前の新聞を置いておいて欲しい。

・雑誌の充実を望みます。アエラが読みたいです！

・今日初めて、ハローワークの求人情報誌が置いてあることに気づきました。近隣の公共施設の情報が図書館で得られる

のは有難いです。

・図書館を目立たせるようにきれいに整備する。全く違う棚に読みたい本が置いてないか見る。

・希望図書の探しやすさが上がると尚良いと思います。

・社会の話題になっていることを書かれている本のコーナーを設置。例えば１月１日に石川を震源とした地震があったの

で、防災のコーナーを設ける等。

・テレビなどで紹介される図書館はうらやましいと思う図書館です。図書館には大きな可能性があり、もっと市には図書

館のありように力を入れて欲しいと思っております。

内容
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№ 内容

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

・図書館でお仕事してくださっている方はみなさま良い方ばかりです。それぞれ違う特徴があわさって全体的にも。なの

でどの方にも転勤等なく居ていただきたく思います。できましたら。

・図書館で働いていることが好きだったり、ひとつでもいいなと思えることがありながらこれからもつとめていただける

と有り難く思います。

・館山へ越して来る前は、図書館で借りる本といえば料理本だけでしたが、こちらへ伺うようになり、もちろん生活自体

が変わったこともありますが、随分と本を読むようになりました。行きやすい、滞在しやすい空間づくり、接遇のおかげ

です。ありがとうございます。

・英語で書かれた外国雑誌を１つは購読してほしい。

・筆記用具の持ち手が細く書きにくい。

・駐車場がいっぱいなのに、公園にも図書館にも人がいません。違う目的で駐車場を利用している人がいるので

は・・・。（例えば、通勤に利用して、駅まで行くのにここに止めている人もいるようです。）利用する人が困らないよ

うにしてほしいです。

・本を増やしてほしい。

・自習室の増加。

・小説の新刊本

・特にありません

・トイレの充実

・電子図書をもっと充実してほしい

・もう少し本の数を増やして欲しい。

・スタッフさんの対応はすばらしいと思います。

・もっと本を増やして欲しいです。（こども用）

・いつも図書館を利用させていただいています。雑誌類が少ないように思いますが、多少なりとも増やしていただけない

でしょうか？

・聖教新聞を税金で購入しているが、反対意見もある。購入を継続するのならば、市民に説明をするべきだ。

・図書館自体に本を増やして欲しいです。中高生向けの本が少ないような気もします。絵本が作者別になっていると探し

やすいような気もします。

・5ヶ月前にリクエストした本がまだ読めません。経過説明をしてください。

・一部職員の横柄な対応の改善を望みます
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                            館山市図書館（2024年1月実施） 

館山市図書館では、今後の図書館運営に役立てるため、利用者アンケート調査を実施しています。 

利用者の皆様には、お忙しい中、大変恐縮ですが、ご協力いただきますようお願い申し上げます。 

アンケート回答の該当箇所に〇、またはご記入をお願いします。 

 

問１ 年齢・職業・お住まいについてお聞かせください。 

 年齢 → ①１０代  ②２０代 ③３０代 ④４０代 ⑤５０代 ⑥６０代 ⑦７０代以上 

 職業 → ①会社員   ②公務員 ③自営業 ④学生  ⑤主婦  ⑥その他 

住所 → ①館山市  ②南房総市 ③鴨川市 ④鋸南町 ⑤安房郡市外 

 

問２ 図書館をどれくらいの頻度で利用されますか。 

①ほぼ毎日     ②週に１～２回    ③月に２～３回   ④月に１回程度 

 ⑤年に数回程度   ⑥ほとんど利用しない ⑦初めて来館した 

 

問３ どのような目的で図書館を利用されますか。（複数回答可） 

  ①本や雑誌、CD等の資料を借りる ②予約本の受取り  ③調べものをする 

④図書館資料について相談する   ⑤本や新聞、雑誌を読む  ⑥自主学習 

⑦おはなし会等への行事に参加 ⑧その他（                 ） 

 

問４ 利用する資料はどのようなものですか。（複数回答可） 

①文学・小説類 ②ビジネス関係のもの ③育児や家事に役立つもの ④介護や福祉関係のもの 

⑤医療・健康に関するもの  ⑥科学・技術に関するもの  ⑦歴史を学ぶためのもの 

⑧旅行に関するもの  ⑨芸術に関するもの  ⑩スポーツに関するもの  ⑪子ども向けのもの 

⑫中高生向けもの（ティーンズ）⑬語学に関するもの  

 ⑭館山市に関する資料（郷土資料・行政資料・観光情報等含む） ⑮新聞 ⑯雑誌 ⑰視聴覚資料 

 

問５ ご存じのサービスはいくつありますか。（複数回答可） 

①リクエストサービス  ②図書館ホームページからの蔵書検索・予約・貸出延長等 

③レファレンスサービス ④おはなし会  ⑤学校への団体貸出  ⑥電子図書 

  ⑦その他 

 

問６ 図書館利用の総合的な満足度はどうですか。 

①満足  ②やや満足  ③やや不満  ④不満 

 

問７ 図書館利用の満足度はどうですか。 

 （あてはまる数字に○をつけてください） 

 

 ア 図書館の施設・設備について                       １ ２ ３ ４ 

イ 案内表示のわかりやすさ                         １ ２ ３ ４ 

ウ 目的の本や雑誌・ＣＤ等の探しやすさ                   １ ２ ３ ４ 

エ 職員の対応や説明                            １ ２ ３ ４ 

オ 予約・リクエストサービスについて                    １ ２ ３ ４ 

 

館山市図書館 利用者アンケート 

→ うらにも設問があります。 

満
足 

や
や
満
足 

や
や
不
満 

不
満 
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問８ 図書館の資料で充実してほしい資料はありますか。 

①一般図書 ②ティーンズ向け図書 ③児童図書 ④専門図書 ⑤郷土図書 ⑥外国語図書 

⑦雑誌 ⑧新聞 ⑨視聴覚資料 ⑩辞書等の図書 ⑪電子図書 ⑫その他（        ） 

 

問９ 図書館のサービスで充実してほしいサービスはありますか。（複数回答可） 

①開館時間の延長             ②予約・リクエストサービス 

③講座・講演会等の催し事         ④高齢者を対象としたサービス 

⑤児童・乳幼児を対象としたサービス    ⑥中学生・高校生を対象としたサービス 

⑦障がいのある方を対象としたサービス    

⑧レファレンスサービス（図書館資料を使い利用者の調べ物をサポートするサービス） 

⑨貸出冊数を増やす            ⑩貸出期間の延長 

⑪職員の専門性              ⑫資料の探しやすさ 

⑬その他 

 

 

 

 

問 10 図書館の施設で充実してほしいことはありますか。（複数回答可） 

①図書館内にゆっくりくつろいで閲覧できる場所があると良い 

②図書館以外に、資料が返せる場所があれば良い ③地域の情報交換ができる場所があると良い 

④図書館内で集中して調べ物ができる場所があれば良い ⑤閲覧室の増設  ⑥学習机の増設 

⑦その他 

 

 

 

 

問 11 今後の館山市図書館をより良くするためには、どのようなことを望みますか。（記述式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で終了です。ご協力いただきありがとうございました。この用紙は回収箱に入れてください。 
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